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で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

◆
生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

コーラス リーフレット高齢者体験

車椅子体験

城辺小トランぺット鼓隊

おもちゃ図書館

 10/
   15

「
南
宇
和
障
害
者
の
社
会
参
加
を
進

め
る
会
」か
ら
、
精
神
保
健
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ひ
な
げ
し
」

の
設
立
当
初
か
ら
代
表
と
し
て
各
イ

ベ
ン
ト
協
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
な
ど
長
年
に
わ
た
っ
て
福
祉
活
動

を
続
け
て
い
る
梶
田

修
し
ゅ
う

二じ

さ
ん（
中

浦
）に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
城
辺
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
城
辺
小
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
鼓
隊
、
コ
ー
ラ
ス「
ラ
・
ラ
・
ラ
」

と
コ
ー
ラ
ス「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」の
合

唱
、
車
椅
子
体
験
や
妊
婦
体
験
、
各

　
城
辺
中
学
校
体
育
館
で
、
す
べ
て

の
人
権
問
題
の
解
消
、
心
の
健
康
に

つ
い
て
の
学
習
、
障
害
者
と
健
常
者

の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
図
り
、
人
権

と
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
総
合
的
イ

ベ
ン
ト
の「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
場
の
体
育
館
周
辺
で
は
、
各
種

福
祉
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
が
行

わ
れ
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

サ
ー
ク
ル
紹
介
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

紹
介
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
皆
さ
ん
が
自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

も
ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
１（
12
月
〜

１
月
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
気
に
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
分
の

意
志
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！
内
容
は
高
齢
者
の
話
し
相
手
や

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト http://nv.pref.ehim

e.jp/

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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「
平
成
24
年
愛
南
町
成
人
式
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

全
国
防
犯
協
会
連
合
会

表
彰
!

◆
総
務
課
か
ら

　「
南
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ（
森
岡
知と

も

昭あ
き

会
長
、
会

員
41
名
）」が
、
昭
和
41
年
の
発
足
以

来
、
45
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域

に
密
着
し
た
防
犯
活
動
や
青
少
年
の

健
全
育
成
活
動
を
推
進
し
、
地
域
に

お
け
る「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」

三原隆
たか

司
し

さん(左)と
南宇和ライオンズクラブ森岡会長(右)

 9/
   30

の
中
心
的
団
体
と
し
て
積
極
的
な
活

動
を
展
開
し
、
社
会
安
全
の
た
め
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
と
し
て

全
国

防
犯
協
会
連
合
会
か
ら「
社
会
安
全

貢
献
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
個
人
と
し
て
三
原
隆た

か

司し

さ
ん

（
緑
乙
）が
、
多
年
に
わ
た
る
地
域
安

全
活
動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
同

会
か
ら「
防
犯
栄
誉
銅
賞
」を
受
賞
し

ま
し
た
。

♪音楽の力を強く感じるようになったのは高校を

卒業して“ゴスペル”と出会ってからだ。“ゴス

ペル”とは、アメリカに奴隷として連れて来られ

たアフリカの人たちが自由を奪われ、楽器さえも

与えられない状況の中、唯一残された『声=歌』

で救いを求め、生まれた音楽だ。♪私はこの“ゴ

スペル”の魅力に取り憑かれていった。他の音楽

とはまったく違うエネルギーを感じるのだ。人前

で歌う時たいていの人は上手く歌おう、こんな風

に見られたいと考えるもの。ゴスペルは違う。自

分の苦しみを開放する為、喜びに感謝する為、そ

れぞれが持つ心の中の叫びを純粋に歌にする。♪

しゃがれた声で、しわくちゃの顔で歌っててもい

い。何人かで集まって歌うことで技術よりも感情

が優先できるのかもしれないが、個々の持つエネ

ルギーが渦巻いてとてつもなく大きな力を生むの

だ。この”ゴスペル”を町の人たちでできないも

のか…そんなことも夢見ている。(テノヒラkiku)

※ゴスペル：アメリカの黒人教会から生まれた福音歌で、

黒人霊歌・ジャズ・ブルースなど

の影響を受けている。

－あいなん音故地新－

日
時
　平
成
24
年
１
月
３
日（
火
）

　　　受
付
　13
時
〜

　　　式
典
　14
時
〜

場
所
　御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平

成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他
　
対
象
者
に
は
、
別
途
出
欠

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
が
、
12
月

５
日（
月
）ま
で
に
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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救
急
医
療
功
労
施
設
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　
９
月
９
日
の「
救
急
の
日
」に
愛
媛

県
立
南
宇
和
病
院(
中
村
光こ

う

士し

郎ろ
う

院

長)

が
、
救
急
医
療
功
労
施
設
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。こ
れ
は
救
急
告
示
の
二
次
救

急
医
療
機
関
と
し
て
、
長
年
地
域
医

療
に
貢
献
し
た
こ
と
が
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

問
合
せ

　県
立
南
宇
和
病
院(

℡
７
２
―

１
２
３
１)

 

■
南
宇
和
病
院
か
ら
の
お
願
い

　
当
院
は
、
郡
内
唯
一
の
総
合
病

院
で
救
急
告
示
病
院
で
す
。
絶
対

的
な
医
師
不
足
の
改
善
が
必
要
な

中
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
救

急
患
者
の
受
入
れ
体
制
を
取
っ
て

お
り
、
救
急
車
の
年
間
出
動
回
数

約
１
，
０
０
０
件
の
う
ち
、
そ
の
９

割
近
く
が
当
院
に
搬
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
口
が
減
少
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
急
で

の
受
診
者
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、

年
間
約
６
，０
０
０
人
の
救
急
外
来

患
者
の
方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
常
勤
医
師
だ
け
の
宿

日
直
で
は
救
急
患
者
の
受
入
れ
が

困
難
な
た
め
、
県
立
中
央
病
院
の

診
療
支
援
の
医
師
に
加
え
て
南
宇

和
郡
医
師
会
、
国
保
一
本
松
病

院
、
内
海
診
療
所
の
先
生
方
に
も

応
援
し
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
救

急
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
ご
理
解

の
う
え
、
体
調
の
不
安
な
方
に
は

で
き
る
だ
け
平
日
の
診
療
時
間
内

の
受
付
又
は
か
か
り
つ
け
医
で
の

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
季
の
運
転
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ
へ

の
交
換
や
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
を
！

◆
建
設
課
か
ら

　
冬
場
の
道
路
は
、
積
雪
や
路
面
温

度
の
低
下
に
よ
る
路
面
凍
結
が
起
こ

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
山

間
部
の
積
雪
・
凍
結
や
橋
梁
部
の
凍

結
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
道
路
情

報
の
入
手
で
安
全
な
通
行
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

道
路
情
報
等
入
手
先

　道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

（http://w
w
w
.skr.m

lit.go
.jp/info

/

regulate/kyk/its/

）

　愛
媛
県
道
路
情
報

（http://road.pref.ehim
e.jp/index.

htm
l

）

【
電
話
に
よ
る
問
合
せ
】

・
県
内
の
道
路
情
報 

日
本
道
路
交

通
情
報
セ
ン
タ
ー（
℡
０
５
０
―

３

３
６
９
―

６
６
３
８
）

・
国
道
11
号
、
33
号
、
56
号（
中
予

地
方
）、１
９
２
号
、１
９
６
号

　
　
国
土
交
通
省
　
松
山
河
川
国
道

事
務
所（
℡
０
８
９
―

９
７
２
―

０

０
３
４
）

・
国
道
56
号
線（
南
予
地
方
）

　
　
国
土
交
通
省
　
大
洲
河
川
国
道

管
理
事
務
所（
℡
０
８
９
３
―

２
４

―

５
１
８
５
）

・
県
内
の
国
管
理
以
外
の
国
道
及
び

県
道

　　愛
媛
県
　土
木
部
道
路
維
持
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
７
２
０
）

　
　
愛
媛
県
　
南
予
地
方
局
愛
南
土

木
事
務
所（
℡
７
２
―

１
１
４
５
）

・
町
道  

建
設
課（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）

・
四
国
内
の
高
速
道
路
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
１
２
０
―

９
２
４
―

８
６
３
）

・
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

　
　
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
し

ま
な
み
今
治
管
理
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
８
―

２
３
―

７
２
５
０
）

携帯電話からは、左

記の携帯各社共通２

次元バーコードでア

クセスできます。

〈四国の道路情報〉
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「
第
２
回
う
ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん
」

出
店
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

（
仮
称
）僧
都
ウ
ィ
ン
ド
シ
ス
テ
ム（
風
力
発
電
所
）

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

　
来
年
の
２
月
５
日（
日
）に
、
愛
南

町
の
冬
を
代
表
す
る
産
物
、「
か
き
」

の
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
、『
第
２
回
う

ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
そ
の
中
で
実
施
す
る
、「
愛
な
ん 

う

ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」「
特
産

品
及
び
加
工
品
等
の
物
産
販
売
」
へ

の
出
店
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。「
愛
な
ん 

う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
２
」は
、
食
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、全
国
的
に
注
目
を
集
め

る
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
を
、
愛
南
町
で

も
選
定
し
よ
う
と
行
う
も
の
で
す
。

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
商
工
観
光
課（
℻
７
２

－

３
５
１
７
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
等
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
「
愛
な
ん 

う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」

①
応
募
資
格
　
飲
食
店
経
営
者
、
個

人
、
団
体
な
ど
、
プ
ロ
・
ア
マ
は
問

い
ま
せ
ん
。
愛
南
町
の
食
文
化
を
こ

　
愛
媛
県
で
は
愛
媛
弁
護
士
会
及
び

　
僧
都
地
区
周
辺
に
お
い
て
、
株
式

会
社
ジ
ャ
ネ
ッ
ク
ス
が
計
画
し
て
い

る「（
仮
称
）僧
都
ウ
ィ
ン
ド
シ
ス
テ

ム（
風
力
発
電
所
）」に
関
し
て
、
環

境
影
響
評
価
の
方
法
を
記
載
し
た

「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」を
次
の
と

お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
書
類　（
仮
称
）僧
都
ウ
ィ
ン
ド

シ
ス
テ
ム
環
境
影
響
評
価
方
法
書

縦
覧
場
所

　愛
南
町
役
場
本
庁
　環
境
衛
生
課

　御
荘
支
所

　僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館

　長
月
公
民
館

　御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー

縦
覧
期
間　

12
月
５
日（
月
）〜
平
成

24
年
１
月
４
日（
水
）９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
除
く
）

意
見
書
受
付
期
間　

12
月
５
日（
月
）

〜
平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）

問
合
せ

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

愛
媛
県
司
法
書
士
会
と
共
同
で
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
借
金
問
題

は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。こ
の
機
会

に
勇
気
を
出
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
（
事
前
予
約
制
）

開
催
日

会
　　　　場

時
間

予
約
先

12
月
12
日（
月
）

12
月
13
日（
火
）
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
山
越
町
４
５
０
番
地)

10：00～16：00

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
９
―

９
２
６
―

２
６
０
３

12
月
14
日（
水
）
東
予
地
方
局
西
条
庁
舎

（
西
条
市
喜
多
川
７
９
６
―

１)

東
予
地
方
局
総
務
県
民
課

０
８
９
７
―
５
６
―
１
３
０
０（
内
２
０
８
）

12
月
15
日（
木
）
南
予
地
方
局
宇
和
島
庁
舎

（
宇
和
島
市
天
神
７
―

１)

南
予
地
方
局
総
務
県
民
課

０
８
９
５
―
２
２
―
５
２
１
１（
内
２
０
８
）

よ
な
く
愛
す
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

②
賞
　
グ
ラ
ン
プ
リ
５
万
円
、
準
グ

ラ
ン
プ
リ
３
万
円
、
３
位
１
万
円

※
賞
は
入
場
者
の
投
票
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

③
出
店
料
　
１
ブ
ー
ス
３
，０
０
０
円

④
そ
の
他
　
応
募
さ
れ
る
方
に
は
、原

材
料
費
と
し
て
、
３
，０
０
０
円
を
助
成

■
「
特
産
品
及
び
加
工
品
等
の
物
産
販
売
」

①
応
募
資
格
　
町
内
産
品
を
取
り
扱

う
飲
食
店
や
生
産
者
等
、
個
人
・
団

体
で
、
原
則
と
し
て
町
内
在
住
の
方

と
し
ま
す
。

②
出
店
料
　

１
ブ
ー
ス
３
，０
０
０
円
と
し
ま
す
。ま

た
、
電
気
を
使
用
す
る
場
合
に
限
り
別

途
１
，０
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
商
工
観
光
課

（
℡
７
２

－

７
３
１
５
）

募
集
期
間

　

12
月
６
日（
火
）〜
12
月
20
日（
火
）
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あ
い
な
ん

釣
っ
た
魚
調
査
隊
！

◆
西
海
公
民
館
か
ら

防
火
の
輪
を
広
げ
よ
う
！

御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
！

◆
消
防
本
部
か
ら

　
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
船
越
小
学
校

児
童
25
名
が
参
加
し
て「
あ
い
な
ん

釣
っ
た
魚
調
査
隊
！
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
西
海
支
所
周
辺
の
岸
壁
で

魚
釣
り
を
開
始
、
わ
ず
か
１
時
間
ほ

ど
で
グ
レ
や
イ
シ
ガ
キ
ダ
イ
な
ど
約

１
２
０
匹
が
釣
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
西
海
町
民
会
館
で
自
分
た
ち
が

釣
っ
た
魚
の
特
徴
を
観
察
、「
え
ひ

め
愛
南
お
魚
図
鑑
」で
名
前
や
学
名

な
ど
を
調
べ
た
り
、
画
用
紙
に
ス

ケ
ッ
チ
す
る
な
ど
愛
南
の
魚
の
生
態

や
行
動
を
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
協
力

で
、
釣
っ
た

魚
を
す
り
身

の
天
ぷ
ら
に

し
て
、
美
味

し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 10/
   23

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
を
迎
え
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
町
全
体
に
防

火
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
御
荘
保
育

所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
平
城
小
学
校

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
同
校
バ
ト
ン
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
な
ど
約
１
８
０

名
が
参
加
し
て
御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を
包
ん
だ
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
は
、

「
火
遊
び
は
し
ま
せ

ん
」と
、
ま
た
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
児
童
た

ち
は
、「
火
災
の
な
い

安
全
で
明
る
い
健
や

か
な
町
づ
く
り
に
努

め
ま
す
」と
元
気
よ

く
防
火
の
誓
い
を
述

べ
、
参
加
者
全
員
が

一
斉
に
風
船
を
飛
ば

し
た
あ
と
、
御
荘
支

所
か
ら
夢
創
造
館
の

間
を
パ
レ
ー
ド
し
な

が
ら
、
道
行
く
人
な

ど
に
火
の
用
心
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

 11/
   12
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平
成
23
年
度
愛
媛
県
防
災
士

養
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

携
帯
電
話
か
ら
災
害
・
避
難

情
報
を
配
信
し
ま
す
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

　
愛
媛
県
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組

織
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
防

災
士
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味

や
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

開
催
期
間

　
平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）、
15
日

（
日
）、21
日（
土
）
【
３
日
間
】

開
催
場
所

　
南
予
地
方
局
　
７
階
大
会
議
室

（
宇
和
島
市
天
神
町
７
―

１
）

受
講
料
　無
料

応
募
方
法

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
連
絡
先
を
記
入
）

な
ど
で
消
防
本
部
防
災
対
策
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
先
・
問
合
せ

　消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）

（
℻
７
３
―

１
１
１
９
）

■
12
月
か
ら
緊
急
速
報
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
配
信
開
始

　
愛
南
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
防
災
行
政
無
線

を
活
用
し
て
災
害
避
難
情
報
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
場
所

に
よ
っ
て
は
放
送
が
聞
き
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
防
災
行
政
無
線
を
補
完

す
る
た
め
に
、
緊
急
速
報「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」を
活
用
し
、
町
内
に
あ
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
に
災

害
・
避
難
情
報
を
12
月
か
ら
配
信
し

ま
す
。

　エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た
め

の
申
込
み
や
、
事
前
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
登
録
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

月
額
使
用
料
等
が
新
た
に
発
生
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
信
範
囲
　
愛
南
町
内（
町
外
で
は

受
信
で
き
ま
せ
ん
）

配
信
情
報
　
気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ

る「
緊
急
地
震
速
報
」と
愛
南
町
が
配

信
す
る「
災
害
避
難
情
報
」

(

土
砂
災
害

警
戒
情
報
、
津
波
注
意
報
・
津
波
及

び
大
津
波
警
報
、
避
難
に
関
す
る
情

報
な
ど)

対
応
機
種

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
で

２
０
０
７
年
秋
冬
モ
デ
ル
以
降

受
信
設
定

　
２
０
０
８
年
冬
春
モ
デ
ル
以
降
は

不
要
で
す
が
、
そ
の
他
の
機

種
で
は
次
の
設
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

『
メ
ー
ル
設
定
』↓『
エ
リ
ア

メ
ー
ル
設
定
』↓『
受
信
設

定
』↓『
Ｏ
Ｎ(

許
容
す
る)

』

※
対
応
機
種
や
受
信
設
定
に

つ
い
て
不
明
な
点
は
、
携

帯
電
話
購
入
店
や
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」
と
は

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
自
治

体
か
ら
配
信
す
る「
災
害
・

避
難
情
報
」を
エ
リ
ア
メ
ー

ル
に
加
入
し
て
い
る
自
治
体

の
エ
リ
ア
内
に
あ
る
同
社
の

携
帯
電
話
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

※
現
在
は
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
み
で
す
が
、
今
後

他
社
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
た
場
合
に
は
、
順
次
対
応
し
て
い

く
予
定
で
す
。

問
合
せ
　消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）
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作り方
①みかんはきれいに洗って水気をふき取
り、縦半分に切る。
②皮を破らないように、スプーンを使っ
て中身をくり抜く。
③くり抜いた中身を布巾に包み、果汁を
絞る(200㎖)。
④鍋に③の果汁、水、寒天、砂糖を入
れ、よく混ぜながら中火にかける。沸騰
したら火を弱め、寒天を煮溶かす。
⑤ みかんの皮をバットに並べ、あら熱を
とった④を流し入れ、冷蔵庫で1時間程度
冷やし固める。
⑥好みの大きさに切って器に盛る。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑦
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

愛
な
ん
食
育
推
進

第
20
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
12
月
は
、
19
日
に
「
愛
南
ハ
ー
ト
オ

ニ
オ
ン
カ
レ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

栄養価（１人分）
エネルギー　256㎉
たんぱく質　15.2ｇ
脂質　　　　14.7ｇ

作り方
①鯛は3枚におろし、食べやすい大きさに
切り、しょうゆと酒をふりかけて下味を
つけておく。
②玉ねぎは1cm幅に、ニンジン・ゆでたけ
のこは4cm長の短冊切りにする。干ししい
たけは水で戻し、そぎ切りにする。ピー
マンは縦に2つに切り、1cm幅の短冊切り
にする。しょうがはみじん切りにする。
③①の鯛にかたくり粉をまぶし、油で揚
げて、皿に盛っておく。
④中華鍋にサラダ油(大さじ2)を入れて熱
し、切っておいた野菜を手早く炒め、調
味液Aを加える。
⑤④が煮立ったら、いったん火を止め、
水溶きかたくり粉Bを回し入れ、再び加熱
し、とろみをつける。
⑥③の魚の上に⑤のあんをかけ、仕上げる。

材料（６人分）
鯛                   360g(正味)
しょうゆ          大さじ2
酒                   大さじ1
かたくり粉       大さじ3
揚げ油             適宜
玉ねぎ             1/2個
ニンジン　　 　50g
干ししいたけ    2枚
ゆでたけのこ    80g
ピーマン          1個
しょうが          1かけ
Ａ 
  しょうゆ  　　大さじ2
  砂糖           　大さじ2
  酒              　少々
  ケチャップ  　大さじ2
  中華スープ  　200㎖
B 
  水              　大さじ1.5
  かたくり粉  　小さじ2
  サラダ油     　大さじ2

主菜：鯛の甘酢あんかけ 

使用している愛南産農水産物 鯛の身は、歯ごたえのある白身で、ほかの
魚に比べて臭みや脂肪の癖が少ないのが特
徴です。刺身はもとより、煮る、焼く、揚
げるなど、どんな調理法にも対応できる魚
です。

真鯛

栄養価（１人分）
エネルギー　  46㎉
たんぱく質　  0.2ｇ
脂質　　　    0.0ｇ

材料（５個分）

温州みかん　  　 5個

水　　　　　　 150㎖

粉寒天　　　　　 2g

砂糖　　　　　大さじ4

デザート：プルルンみかん

使用している愛南産農水産物 愛南町において、早いものでは9月頃から収
穫が行われます。10月下旬には早生(わせ)温
州、11月下旬̃12月下旬には普通温州が出回
るなど、長期にわたって楽しむことのでき
る初冬の定番柑橘です。

温州みかん

で
」
を
合
言
葉
に
、
食
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、
12
月
18

日(

日)

開
催
の「
愛
な
ん
愛
級
グ
ル

メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」内
に
お
い
て
、「
食

改
味
ま
つ
り
」を
実
施
し
ま
す
。
郷

土
料
理
の
伝
承
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
料
理
の
普
及
を
目
的
に
愛
南
町
の

特
産
品
を
使
っ
た
健
康
料
理
の
試
食

会（
限
定
２
５
０
食
）も
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の「
愛
な
ん
料
理
レ

シ
ピ
」は
、
昨
年
の「
食
改
味
ま
つ

り
」か
ら
真
鯛
と
柑
橘
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。
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12
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

海
の
環
境
を
守
ろ
う
！

愛
南
★
エ
コ
ス
ク
ー
ル
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
愛
媛
大

学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
原

孝た
か
ひ
ろ博

教
授
と
太
田
耕こ

う
へ
い平

准
教
授
を
講

師
に
第
３
回
愛
南
★
エ
コ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
、
約
40
名
の
受
講
者
が
海

の
生
態
や
環
境
・
資
源
保
護
に
つ
い

て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　
太
田
准
教
授
は
、
愛
媛
大
学
南
予

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
環
境
に
関
す

る
様
々
な
研
究
内
容
の
紹
介
と
、
社

会
環
境
に
よ
っ
て
性
転
換
す
る
魚
類

の
不
思
議

な
生
態
に

つ
い
て

、

ま
た
松
原

教
授
は
、

ア

ラ

ス

カ
・
タ
ン

カ
ー
事
故

か
ら
の
ニ

シ
ン
回
遊

の
復
活
、

北
海
道
の

希
少
魚
マ
ツ
カ
ワ（
大
型
カ
レ
イ
）の

天
然
資
源
復
元
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
養

殖
転
換
の
３
つ
の
事
例
か
ら
水
産
資

源
保
護
の
重
要
性
や
カ
タ
ク
チ
イ
ワ

シ
の
養
殖
技
術
開
発
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
の
ま
き

餌
と
な
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
養
殖

技
術
開
発
に
つ
い
て
は
、
四
国
一
の

水
揚
げ
を
誇
る
愛
南
町
の
カ
ツ
オ
産

業
の
発
展
に
資
す
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

太田准教授松原教授

 10/
   15

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で
太

鼓
台
、
台
車
用
幕
を
整
備
！

◆
総
務
課
か
ら

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成

23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
補
助
を
受
け
、
満
倉
地
区
の
秋
祭

り
で
使
用
す
る
太
鼓
台
や
台
車
用
幕

な
ど
の
祭
り
用
具
が
新
調
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、『
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
』と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
受
け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
金

を
財
源
と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を

図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ

す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

直
接
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
日
・
14
日
・
21
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

１
月
の
引
取
日
は
、

　
11
日
・
18
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間

内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て
環
境
衛
生

課
又
は
各
支
所
ま
で
連
れ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね

こ
の
場
合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証

紙
が
必
要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）



p17

１２月の保健事業のお知らせ

乳幼児健康診査

内　容 日 曜日 場　所 対象者

１歳６ヵ月児健診 6日 火
城辺保健福祉センター

H２２年３月１日～４月３０日生

３歳児健診 13日 火 H２０年９月１日～１０月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 2日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

すくすく相談
14日 水

城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０

うみのこ広場 15日 木
西海支所2階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 26日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

かるがも教室 18日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

付
加
年
金
をご

存
知
で
す
か
？

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
12
月
16
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
し
た
い
方

に
は
、「
付
加
年
金
」と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料（
平
成
23
年
度
月
額

１
５
，
０
２
０
円
）と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」の

式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間

（
60
か
月
）納
め
た
時
の
総
付
加
保
険

料
額
の
２
４
，
０
０
０
円（
４
０
０
円

×
60
か
月
）に
対
し
、
65
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ

れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額
１
２
，

０
０
０
円（
２
０
０
円
×
60
か
月
）と

な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金
が
か

え
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、

付
加
保
険
料
を
10
年
納
め
た
方
、
40

年
納
め
た
方
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
付
加
年
金
に
は
物
価
の

上
下
に
対
応
し
た「
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
度
」な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年

金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た

め
、
繰
上
げ
支
給
又
は
繰
下
げ
支
給

を
し
た
と
き
に
は
、
本
体
の
老
齢
基

礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
又
は
増

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ
ま

す
。

②
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

④
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
な
っ

た
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期

限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
口
座
振
替
や
割
安
に
な
る
前

納
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
手
続
と
相
談
先
は

　
詳
し
く
は
、
町
民
課
年
金
係
又
は

宇
和
島
年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
方
は
、
い
つ
で
も
任
意
に
申
し

出
て
そ
の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨

て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

第１日曜日   4日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第２日曜日 11日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 18日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

天皇誕生日 23日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 25日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

大　晦　日 31日 浜口医院 城 辺 甲 ☎72-0038

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

12月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

日 曜 時　間 行事名 場　所

１2月

3 土 13：30～16：30 愛南町PTA大会
御荘文化
センター

4 日

9：30～14：00 内海文化発表会 ＤＥ・あ・い・２１

9：00～17：00
第6回 愛南町
ラケットテニス大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

8：30～17：00
第12回
フレンドリーカップ
ソフトバレー大会

一本松交流促進
 センターほか

8：30～16：00 篠南文化祭
篠山小学校
体育館ほか

5 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

11 日

8：30～17：00
第7回 愛南町
スポーツ少年大会

サッカー競技

南レク城辺     
多目的広場ほか

8：30～15：30
第62回
愛媛駅伝競走
(一本松～宇和島大会)

一本松山村
開発センター

14 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

17 土 17：30～19：30
パール
イルミネーション

in DE・あ・い
ＤＥ・あ・い・２１

18 日 10：00～12：00
愛なん愛級
グルメグランプリ

御荘文化
センター

26 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

１月

3 火 13：00～16：30 愛南町成人式
御荘文化
センター

7 土 10：00～14：30
平成23年度国体開催
地スポーツ振興事業     
(サッカーイベント)

御荘文化
センター 

南レク
城辺球技場

8 日

9：00～16：00
第7回 愛南町女子6人制
バレーボール交流大会

一本松交流
促進センター

8：30～17：00
第14回
南宇和サッカー協会杯

少年サッカー大会

南レク城辺     
多目的広場ほか

9 月 8：30～17：00 第43回深浦少年剣道大会
旧深浦小学校

体育館

11 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

16 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

29 日 9：30～11：40 平成24年愛南町消防出初式
南レク城辺
多目的広場

30 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

愛いっぱい愛南産直市
１２月６日（火）～１２日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

■1月7日（土）～1月15日（日）

どろんこのうた版画展

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21　

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/26

1/31

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

12/22

1/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

12/20

1/25

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/16

1/23

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

12/14

1/19

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/12

1/17

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

12/9

1/13

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12/7

1/11

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

12/5

1/6

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/1

1/4

１2、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!


